
「いい暮らしより　楽しい暮らしを」～人と人とが支え合う協働により、心の豊かさを感じるまちを目指して～
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第
14
回
は
、那
覇
市
協
働
大

使
の
識
名
一
丁
目
自
治
会
会

長
小
渡
陽
元
さ
ん
で
す
。

Ｑ
自
治
会
の
紹
介

　
識
名
一
丁
目
自
治
会
は
、平
成

13
年
4
月
に
設
立
し
、今
年
で
11

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
自
治
会
で
は
、地
域
の
み
な
さ

ん
が
安
全
で
住
み
よ
い
街
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、健
康
増
進
や
美
化
活
動
な
ど

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
主
な
活
動
場
所
は

　
主
に
大
石
公
園
で
す
。標
高
約

71
メ
ー
ト
ル
の
丘
の
頂
上
か
ら

の
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、新
都
心

の
ビ
ル
群
を
は
じ
め
市
街
地
や

遠
く
は
慶
良
間
列
島
が
一
望
で

き
る
景
勝
地
で
す
。

　
公
園
に
は
、テ
ニ
ス
場
や
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

な
ど
の
多
目
的
広
場
、遊
歩
道
、

遊
具
施
設
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
健
康
増
進
に
は
、毎
週
水
曜
日

と
土
曜
日
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
汗
を
流
し
、終
了
後
に
は
美
化

活
動
の
公
園
内
清
掃
や
花
壇
作

り
を
行
い
ま
す
。

　
大
石
公
園
入
り
口
に
は
、花
木

を
植
え
る
た
め
の
緑
化
ウ
ォ
ー

ル
が
あ
る
の
で
す
が
、当
初
は
管

理
す
る
人
が
い
な
く
て
、雑
草
が

伸
び
て
い
ま
し
た
。識
名
一
丁
目

自
治
会
が
平
成
19
年
10
月
に
那

協 働 さ ん

市民・事業者・行政が支え合う
協働のまちづくりに取り組む
団体、個人を紹介します。

お問い合わせ
まちづくり協働推進課
☎861-3846

第14回
識名一丁目自治会

地 域 の 癒 し 場 　 ユ リ 公 園

3月頃にユリが満開！

覇
市
か
ら
大
石
公
園
の
管
理
を

委
託
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、み
ん

な
で
、ユ
リ
を
植
え
て
雑
草
が
目

立
っ
た
公
園
を
地
域
の
憩
い
の

場
に
変
化
さ
せ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
4
月
頃
に
は
、沖
永

良
部
島・和
泊
町
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
ユ
リ
の
球
根
2
0
0
個
を

大
石
公
園
に
植
え
ま
し
た
。

　

緑
化
活
動
を
通
し
て
住
民
の

憩
い
と
交
流
の
場
と
し
て
、地
域

住
民
に
み
ど
り
の
環
境
を
守
り

育
て
る
意
識
が
高
ま
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
、定
期
的
に
美
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
年
少
し
ず
つ
増
や
し
て
、今

で
は
満
開
時
に
1
万
個
の
ユ
リ

の
花
が
咲
き
地
域
に
癒
し
を
与

え
て
い
ま
す
。

　
遊
歩
道
近
く
で
は
、60
本
の
桜

の
木
も
育
て
て
い
て
、5
年
後
の

桜
並
木
を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
残
念
な
が
ら
、現
在
の
自
治
会

加
入
率
が
約
10
％
な
の
で
、会
員

増
化
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。今
後
は
子
ど
も
会
も
作
っ

て
、子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
美

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
、大
石
公

園
を
ユ
リ
公
園
、桜
公
園
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　東北や関東地方に大きな被害をもたらした東日本大震災。間もなく1年
が経とうとしています。国を挙げて被災地の復興に取り組んでいますが、今
なお、傷跡は深く残っています。多くの方々が愛する故郷を離れ、帰ること
ができません。
　私たちは、3.11あの日のことを忘れない・・・。そして、これからも被災さ
れた方々、避難されている方々への支援を続けます。
　一日でも早く、被災地に笑顔を取り戻すために、あなたの温かいご支援を。

　震災発生後、市はいち早く被災者・避難者の支援に取り組みました。
　地震発生直後には上下水道局職員を被災地へ派遣。続いて消防職員、保健師を
現地へ派遣し、被災者の生活支援に努めました。また、市の呼びかけに多くの市
民、企業、団体から毛布やタオルなどの救援物資や、義援金（約4,400万円。平成
24年1月末現在）が集まり、被災地（者）へ届けることができました。
　市内へ避難した方々には、市営住宅の無償提供を行いました。企業からは、クー
ラーやガスコンロ、常備薬、お弁当などが提供され、避難者の不慣れな沖縄での生
活を支援しました。その他、避難者同士の交流を深めてもらおうと市社会福祉協議
会による「被災避難者交流会」が開催されるなど様々な取り組みが行われました。
　多くの方々にご支援いただき、うちなーのちむぐくるを、被災者や避難者のみ
なさんに届けてきました。
　しかし、東日本大震災は未曾有の大震災。被災地の復興にはまだまだ多くの時
間と、多くの労力が必要です。市では、これからも市営住宅の無償提
供をはじめ、被災地へ職員派遣、義援金などの支援活動を
継続していきます。※義援金箱は、仮庁舎Ａ棟1階の総合
窓口や首里、真和志、小禄の3支所に設置しています。
　まだ、大震災を過去の出来事にすることはできま
せん。これからも「一人　助き助き（チュイタシキ、
タシキ：1人ひとりの助け合い）」の心で被災者・避
難者へのご支援、ご協力を宜しくお願いします。

お問い合わせ：総務課☎862-9911

～これからも被災者・避難者へ温かいご支援を～～これからも被災者・避難者へ温かいご支援を～
忘れない…東日本大震災

　2月1日（水）、東日本大震災の影
響で市内に避難してきた方々へ昼食用
お弁当を無償提供した４つの弁当店に、翁
長市長から感謝状を贈りました。
　感謝状が贈られた、「EM玄米弁当ザヤスの
店」「ちゃーガンジュー」「ヘルシーキッチン」「椛
（もみじ）弁当」の４つの弁当店は、那覇市健康づく
り協力店として市が認証した事業者。大震災発生後
に市へ無償提供（支援）を申し出ました。震災直後か
ら去年の10月まで、避難してきた20世帯に弁当の無
償提供と自宅配達を行いました。

弁当無償提供事業者弁当無償提供事業者
への感謝状贈呈式への感謝状贈呈式
弁当無償提供事業者
への感謝状贈呈式
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広報
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那覇市制施行90周年記念

市の人口と世帯
※(　) 内はうち外国人

2 0 1 2（平成 2 4）年1月末現在

総人口
男
女

世帯数
住民基本台帳人口の内訳(外国人を除く)

　　　　　　　 　320,706（2,208）
154,781（1,122）
165,925（1,086）
138,826（1,288）

2012年（平成24年）
第734号 毎月1回発行
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